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１．製品のアウトライン 

 

１.１ はじめに 

この度は、半導体材料ガス検知部「GD-70D-DVシリーズ（以下70Dシリーズと言います） 

（Device Net対応型）」をお買い上げいただきありがとうございます。 

 お買い求めの製品型番と本説明書の仕様を照合し、ご確認をお願いします。 

 

 

１.２ 目 的 

この取扱説明書は Device Net について取扱方法と注意事項を説明したものです。オープンネッ

トワークシステムに本器を接続し、正しくご使用していただくための必要な事項が記載されていま

す。初めてご使用になる方はもちろん、すでにご使用になられたことのある方も、知識や経験を再

確認する上で、よくお読みいただき内容を理解した上でご使用願います。また、ご採用の際は、本

資料内以外での詳細部についてのシステム設計を行う必要があります。弊社カスタムエンジニアリ

ング部にご相談の上、設計・施工を行っていただくようお願いいたします。 
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 ネットワークで使用可能な幹線の合計長は、データ転送速度と使用するケーブルのタイプ

（太ケーブルか細ケーブル）によって異なります。ケーブル系において、任意の2点間の距離

も各ボーレートに許容されている最長ケーブル距離を超えることはできません。1つのタイプ

のケーブルにて幹線が構築されている場合の最大長を表１に示します。また、太ケーブル、細

ケーブルを組み合わせて幹線を構築した場合の最長ケーブル距離は、図2を使用して求めるこ

とができます。2 点間のケーブル距離は、2 点間に存在する幹線ケーブルと支線ケーブルの両

方の長さによって示されます。 

                  表1 

転送速度 
太ケーブルだけを使用した場

合の最大ケーブル長 

細ケーブルだけを使用した

場合の最大ケーブル長 

125kbps  500m (1640 ﾌｨｰﾄ) 

100m (328 ﾌｨｰﾄ) 250kbps  250m (820 ﾌｨｰﾄ) 

500kbps  100m (328 ﾌｨｰﾄ) 

  

         100 

   

         80 

  使用する細 

  ケーブルの  60 

  長さ（m） 

         40 

 

         20 

 

          0 

            0    50    100   150   200   250   300   350   400   450   500 

                             使用する太ケーブルの長さ（m） 

                       図2            

 

L（太）＋5×L（細） ＝500m 転送速度：125kbps 

L（太）＋2.5×L（細） ＝250m 転送速度：250kbps 

L（太）＋L（細） ＝100m 転送速度：500kbps 

 支線距離については、最大6m（20 ﾌｨｰﾄ）が最大長となっています。ネットワークにて使用 

できる支線の総延長距離は、転送速度により異なってきます。支線の数と長さを求めるには、 

表2を参照して下さい。 

表2 

転送速度 
支線の長さ 

最大長 総延長距離 

125kbps 

6m 

 156m (512 ﾌｨｰﾄ) 

250kbps  78m (256 ﾌｨｰﾄ) 

500kbps  39m (128 ﾌｨｰﾄ) 
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３．内部設定 

 

３.１ ノードアドレスの設定 

   メンテナンスモードの環境設定２「２－１０ ＳＥＴＴＩＮＧ２」の「ＳＥＴ０ ＡＤＤＲＥＳＳ」の項目で設

定 して下さい。 

  操作方法はＧＤ－７０Ｄシリーズ 取扱説明書を参照して下さい。 

  ノードアドレスは＃０～＃６３の範囲で設定可能です。 

  他のノードと重複しないように設定して下さい。 

  重複した場合は、最初に接続された一台のみ有効となり、他はエラーとなります。 

  (注)アドレスの設定は設定後、本体の電源がＯＦＦからＯＮした時に有効になります。 

（検知部接続数  最大６３台／ライン） 

 

 

３.２ ボーレートの設定 

 

１）ボーレートの設定 

 ボーレートは、自動追従です。 

通信ラインのボーレートに合わせて、125kbps,250kbps,500kbps の 3 種類のいずれかに自

動で設定されます。 

 ただし、ＧＤ－７０Ｄ－ＤＶおよびＧＤ－７１/７７Ｄ－ＤＶⅡは自動追従ですが、ＧＤ－７１/

７７ＤのＤＶタイプは手動設定になります。 

  混在させる場合は、ボーレートは必ずマスタを含むネット上の全ユニットで、同一の設定と 

 して下さい。ボーレートの異なるユニットが混在していると、ＧＤ－７０Ｄ－ＤＶおよび 

 ＧＤ－７１/７７Ｄ－ＤＶⅡは通信ラインと異なるボーレートに設定される可能性があります。 
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４．データフォーマット 

 

４.１ Device Net → 70Dシリーズデータフォーマット 

 

   検知側への入力データの内容（Ｉ／Ｏメモリー） 

                       各bitは 0：偽  1：真 

 

 
BIT 

№ 
内  容 備  考 

chB 

（入力先頭＋1 

  チャンネル） 

15 ゼロ校正指令  

14 警報テスト開始指令  

13 警報テスト濃度書込指令  

12 警報テスト終了指令  

11 調整（メンテナンス）開始指令  

10 調整（メンテナンス）終了指令  

9 ｉｎｈｉｂｉｔ設定（ON）指令  

8 ｉｎｈｉｂｉｔ解除（OFF）指令  

7 １ｓｔ警報点書込指令  

6 ２ｎｄ警報点書込指令  

5 サプレス値書込指令  

4 警報遅延時間書込指令  

3 １ｓｔ警報点読込指令  

2 ２ｎｄ警報点読込指令  

1 サプレス値読込指令  

 0 警報遅延時間読込指令  

chA 

（入力先頭 

  チャンネル） 

15～0 

警報テストデータ、警報点データ 

符号付 バイナリ 16bit 

－32768 ～ ＋32767 

 

 

例：Ｉ／Ｏメモリー（入力） 

 

 

 

 

 

 

   （マスタをノードアドレス０に割り付けた場合） 

 

ｃｈＡ ｃｈＢ 

２ワード 

ｃｈＡ ｃｈＢ 

２ワード 

ｃｈＡ ｃｈＢ 

２ワード 

ノードアドレス１ ノードアドレス２ ノードアドレス６３
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４.２ 70Dシリーズ → Device Net データフォーマット 

 

   検知側からの出力データの内容（Ｉ／Ｏメモリー） 

                       各bitは 0：偽  1：真 

 

 
BIT 

№ 
内  容 備  考 

chD 

（出力先頭＋1 

  チャンネル） 

15 調整（メンテナンス） 注１ 

14 警報テスト 注１ 

13 ｉｎｈｉｂｉｔ  

12 イニシャル  

11 アラーム：RENGE OVER  

10 アラーム：煙検知警報  

9 アラーム：2ｎｄ 注１ 

8 アラーム：1ｓｔ 注１ 

7 トラブル：センサー  

6 トラブル：通信  

5 トラブル：流量  

4 特殊コード ０：通常 注２ 

3 濃度単位コード（3，2） 

00：vol% 01：%LEL 10：ppm 11：ppb 

注２ 

2 注２ 

1 少数点コード（1，0） 

00：1/1 01：1/10 10：1/100 11：1/1000

注２ 

 0 注２ 

chC 

（出力先頭 

  チャンネル） 

15～0 

濃度データ 

符号付 バイナリ 16bit 

－32768 ～ ＋32767 

 

 

注１： 調整（メンテナンス）及び警報テスト中、アラーム１ｓｔ，２ｎｄ（８，９ビット）は、

ガス濃度が警報点以上に変化すれば、“０”→“１”に変わります。 

上位システムにて、このアラーム１ｓｔ，２ｎｄ信号を利用して外部処理を構築している

場合、調整（メンテナンス）及び警報テスト中は、上位システムにて必ず外部処理の禁止処

置をお願います。 

 

例：Ｉ／Ｏメモリー（出力） 

 

 

 

 

 

 

   （マスタをノードアドレス０に割り付けた場合） 

ｃｈＣ ｃｈＤ 

２ワード 

ｃｈＣ ｃｈＤ 

２ワード 

ｃｈＣ ｃｈＤ 

２ワード 

ノードアドレス１ ノードアドレス２ ノードアドレス６３
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注２： 特殊コードを“1”に設定した場合、bit0～3が下記のように動作します。 

 

 
BIT 

№ 
内  容 備  考 

chD 

（出力先頭＋1 

  チャンネル） 

4 特殊コード １：特殊  

3 1st警報点読込  

2 2nd警報点読込  

1 サプレス値読込  

 0 警報遅延時間読込  
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４.３ Device Net 各種指令入力手順 

 

 

１） 警報テスト 

  ①警報テスト開始指令 

ChB 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

状態 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

  ②警報テスト濃度書込指令 

ChB 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

状態 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 chAの16bitデータを警報テスト濃度値として検知部側に送信する。 

 

  ③警報テスト終了指令 

chB 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

状態 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

 

２）ｉｎｈｉｂｉｔ設定 

  ①ｉｎｈｉｂｉｔ設定（ON）指令 

ChB 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

状態 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

 

３）ｉｎｈｉｂｉｔ解除 

  ①ｉｎｈｉｂｉｔ解除（OFF）指令 

chB 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

状態 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

（注意） 

各種指令を実行したいときは、下記の手順でchB（入力先頭＋1チャンネル）のビットを 

偽（０）から真（１）に変化させて下さい。 

立ち上がりエッジを判断して各種指令を受け付けます。 

各種指令の実行確認は、７０Ｄシリーズから返信される情報で確認して頂き、適切なリトライ

処理など、システム側で対応してください。 
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４.４ Device Net対応シリーズの“EDS FILE LIST” 

 

EDS FILE LISTは、次の内容となります。 

                  GD-70D.eds 
 

$ EZ-EDS Version 3.9 Generated Electronic Data Sheet 

 

[File] 

        DescText = "Gas Detector GD-70D Series"; 

        CreateDate = 07-01-2015; 

        CreateTime = 00:00:00; 

        ModDate = 07-01-2015; 

        ModTime = 00:00:00; 

        Revision = 1.0; 

        HomeURL = "http://www.rikenkeiki.co.jp"; 

 

[Device] 

        VendCode = 488; 

        VendName = "Riken Keiki Co., Ltd"; 

        ProdType = 43; 

        ProdTypeStr = "Generic Device"; 

        ProdCode = 3; 

        MajRev = 1; 

        MinRev = 1; 

        ProdName = "GD-70D"; 

 

[IO_Info] 

        Default = 0x0001; 

        PollInfo = 

                0x0001, 

                1, 

                1; 

        Input1 = 

                4, 

                0, 

                0x0001, 

                "", 

                6, 

                "20 04 24 01 30 03", 

                ""; 

        Output1 = 

                4, 

                0, 

                0x0001, 

                "", 

                6, 

                "20 04 24 01 30 03", 

                ""; 

御要求により、ファイル（テキストデータ）で供給致します。 
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デ
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入
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―
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ｉ
ｃ
ｅ
Ｎ
ｅ
ｔ
対
応
 

 
 

ﾁ
ｬ
ﾝ
ﾈ

ﾙ№
 

Bi
t 

No
. 

内
容
：
検
知
部
Ｇ
Ｄ
－
７
０
Ｄ
－
Ｄ
Ｖ
の
状
態
（
目
的
）
 

内
容
：
CH
 A

の
デ
ー
タ
 

CH
 B
 

 
15
 
 
ゼ
ロ
校
正
指
令
：
ゼ
ロ
校
正
指
令
時
、“

１
”
と
す
る
 

―
―
―
 

 
14
 
 
警
報
テ
ス
ト
開
始
指
令
：
警
報
テ
ス
ト
開
始
指
令
時
、“

１
”
と
す
る
 

―
―
―
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警
報
テ
ス
ト
濃
度
書
込
指
令
：
警
報
テ
ス
ト
濃
度
書
込
指
令
時
、“

１
”
と
す
る
 

警
報
テ
ス
ト
デ
ー
タ
：
符
号
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バ
イ
ナ
リ
 
１
６
ｂ
ｉ
ｔ
 
０
 
～
 
３
２
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６
７
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警
報
テ
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ト
終
了
指
令
：
警
報
テ
ス
ト
終
了
指
令
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、“
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調
整
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
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開
始
指
令
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調
整
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）
開
始
指
令
時
、“
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―
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調
整
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）
終
了
指
令
：
調
整
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）
終
了
指
令
時
、“

１
”
と
す
る
 

―
―
―
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ｉ
ｎ
ｈ
ｉ
ｂ
ｉ
ｔ
設
定
（
ON
）
指
令
：
ｉ
ｎ
ｈ
ｉ
ｂ
ｉ
ｔ
設
定
（
ON
）
指
令
時
、“

１
”
と
す
る
 

―
―
―
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ｉ
ｎ
ｈ
ｉ
ｂ
ｉ
ｔ
解
除
（
OF
F）

指
令
：
ｉ
ｎ
ｈ
ｉ
ｂ
ｉ
ｔ
解
除
（
OF
F）

指
令
時
、“

１
”
と
す
る
 

―
―
―
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１
ｓ
ｔ
警
報
点
書
込
指
令
：
１
ｓ
ｔ
警
報
点
書
込
指
令
時
、“

１
”
と
す
る
 

特
殊
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ド
デ
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タ
（
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ｔ
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点
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２
ｎ
ｄ
警
報
点
書
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令
：
２
ｎ
ｄ
警
報
点
書
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令
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ｉ
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警
報
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延
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間
書
込
指
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：
警
報
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延
時
間
書
込
指
令
時
、“
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６
７
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１
ｓ
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：
１
ｓ
ｔ
警
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サ
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指
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サ
プ
レ
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込
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令
時
、“

１
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―
―
―
 

 
 
0 

 
警
報
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延
時
間
読
込
指
令
：
警
報
遅
延
時
間
読
込
指
令
時
、“

１
”
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―
―
―
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４
．
５
 
各
状
態
に
お
け
る
１
６
ｂ
ｉ
ｔ
デ
ー
タ
（
出
力
）
―
Ｄ
ｅ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
Ｎ
ｅ
ｔ
対
応
 
 

 

ﾁ
ｬ
ﾝ
ﾈ

ﾙ№
 

Bi
t 

No
. 

内
容
：
検
知
部
Ｇ
Ｄ
－
７
０
Ｄ
－
Ｄ
Ｖ
の
状
態
（
目
的
）
 

通
常
時
 

電
源
投
入
時
 

調
整
時
 

ﾄﾗ
ﾌﾞ
ﾙ時

 

測
定
 

１
st

警
報
 

２
nd
 

警
報
 

煙
警
報
 

F.
S.
超
え
 

ｲﾆ
ｼｬ
ﾙｸ
ﾘｱ
 

ｾﾞ
ﾛ･
ｽﾊ
ﾟﾝ
 

警
報
ﾃｽ
ﾄ 

ｉ
ｎ
ｈ
ｉ
ｂ
ｉ
ｔ
 

ｾﾝ
ｻ 

通
信
 

流
量
 

CH
 C
 

 
 
濃
度
デ
ー
タ
、
特
殊
コ
ー
ド
デ
ー
タ
 

※
１
 

※
１
 

※
１
 

※
１
 

※
１
 

※
２
 

※
３
 

※
３
 

※
３
 

※
２
 

※
２
 

※
２
 

15
～
0 

 
符
号
付
 
バ
イ
ナ
リ
 
１
６
ｂ
ｉ
ｔ
 

 
 
－
３
２
７
６
８
 
～
 
＋
３
２
７
６
７
 

CH
 D
 

 
15
 
 
調
整
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）：

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
／
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｎ
中
・
警
報
テ
ス
ト
中
・
ｉ
ｎ
ｈ
ｉ
ｂ
ｉ
ｔ
時
に
“
１
”

と
な
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。
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

１
 

１
 

１
 

０
 

０
 

０
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警
報
テ
ス
ト
：
警
報
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ト
中
に
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１
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な
る
。
こ
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作
は
、
上
位
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ス
ト
及

び
通
信
テ
ス
ト
時
に
行
う
。
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

１
 

０
 

０
 

０
 

０
 

 
13
 
 
ス
キ
ッ
プ
：
ｉ
ｎ
ｈ
ｉ
ｂ
ｉ
ｔ
中
に
“
１
”
と
な
る
。（

こ
の
操
作
は
、
セ
ン
サ
ト
ラ
ブ
ル
時
な
ど
一
時

的
に
ト
ラ
ブ
ル
表
示
を
さ
せ
な
い
場
合
に
行
う
。
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

１
 

０
 

０
 

０
 

 
12
 
 
イ
ニ
シ
ャ
ル
：
電
源
投
入
時
、
濃
度
値
が
不
安
定
な
た
め
、
約
６
０
秒
間
“
１
”
と
な
る
。
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

１
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

 
11
 
 
ア
ラ
ー
ム
：
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
 
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
，
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
 
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｅ
を
超
え
た
時
“
１
”
と
な
る
。
 

０
 

０
 

０
 

０
 

１
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

 
10
 
 
ア
ラ
ー
ム
：
Ｓ
ｉ
Ｈ
４
（
煙
）
の
時
、“

１
”
と
な
る
。
 

０
 

１
 

１
 

１
 

１
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

 
 
9 

 
ア
ラ
ー
ム
：
２
ｎ
ｄ
 
，
 
 
２
ｎ
ｄ
警
報
を
超
え
た
時
、“

１
”
と
な
る
。
 

０
 

０
 

１
 

０
 

※
③
 

０
 

※
③
 

※
③
 

０
 

０
 

０
 

０
 

 
 
8 

 
ア
ラ
ー
ム
：
１
ｓ
ｔ
 
，
 
 
１
ｓ
ｔ
警
報
を
超
え
た
時
、“

１
”
と
な
る
。
 

０
 

１
 

※
③
 

０
 

※
③
 

０
 

※
③
 

※
③
 

０
 

０
 

０
 

０
 

 
 
7 

 
ト
ラ
ブ
ル
：
セ
ン
サ
ー
 
，
 
セ
ン
サ
ー
異
常
時
“
１
”
と
な
る
。
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

１
 

０
 

０
 

 
 
6 

 
ト
ラ
ブ
ル
：
通
信
 
，
 
 
 
本
体
と
通
信
基
板
間
で
通
信
異
常
時
“
１
”
と
な
る
。
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

１
 

０
 

 
 
5 

 
ト
ラ
ブ
ル
：
流
量
 
，
 
 
 
Ｇ
Ｄ
－
７
０
Ｄ
で
流
量
異
常
時
“
１
”
と
な
る
。
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

０
 

１
 

 
 
4 

 
特
殊
コ
ー
ド
：
特
殊
コ
ー
ド
使
用
時
、“

１
”
と
な
る
。
 

※
④
 

※
④
 

※
④
 

※
④
 

※
④
 

※
④
 

※
④
 

※
④
 

※
④
 

※
④
 

※
④
 

※
④
 

 
 
3 

 
濃
度
単
位
コ
ー
ド
（
３
，
２
）
 

 
０
０
：
ｖ
ｏ
ｌ
％
 
０
１
：
％
Ｌ
Ｅ
Ｌ
 
１
０
：
ｐ
ｐ
ｍ
 
１
１
：
ｐ
ｐ
ｂ
 

※
②
 

※
②
 

※
②
 

※
②
 

※
②
 

※
②
 

※
②
 

※
②
 

※
②
 

※
②
 

※
②
 

※
②
 

 
 
2 

 
 
1 

 
小
数
点
コ
ー
ド
（
１
，
０
）
 

 
０
０
：
1/
1 

０
１
：
1/
10
 
１
０
：
1/
10
0 

１
１
：
1/
10
00
 

※
①
 

※
①
 

※
①
 

※
①
 

※
①
 

※
①
 

※
①
 

※
①
 

※
①
 

※
①
 

※
①
 

※
①
 

 
 
0 

 
 
 
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
 

 
ｂ
ｉ
ｔ
 

内
容
 

例
 

※
１
 

１
５
～
０
 

正
の
バ
イ
ナ
リ
デ
ー
タ
 

０
０
６
４
（
濃
度
デ
ー
タ
）：

１
０
０
（
濃
度
）
 

※
２
 

１
５
～
０
 

不
定
 

 

※
３
 

１
５
～
０
 

正
／
負
の
バ
イ
ナ
リ
デ
ー
タ
 

０
０
０
Ａ
（
濃
度
デ
ー
タ
）：

１
０
（
濃
度
）
 
，
 
Ｆ
Ｆ
Ｆ
６
（
濃
度
デ
ー
タ
）：

－
１
０
（
濃
度
）
 

負
：
２
の
補
数
 

※
①
 

１
，
０
 

少
数
点
コ
ー
ド
 

１
０
：
pp
m 

 
 
 
 
０
０
６
４
（
濃
度
デ
ー
タ
）
 
→
 
１
０
．
０
pp
m 

０
１
：
１
／
１
０
 
 
 
 

 
※
②
 

３
，
２
 

濃
度
単
位
コ
ー
ド
 

※
③
 

９
，
８
 

ア
ラ
ー
ム
 

測
定
範
囲
：
０
～
１
５
pp
m 

 
１
st
：
５
pp
m 

 
２
nd
：
１
０
pp
m
と
し
た
場
合
 

濃
度
 
８
pp
m 

 
１
st

警
報
 
 
 
 
 
  
８
ｂ
ｉ
ｔ
：“

１
”
 
 
９
ｂ
ｉ
ｔ
：“

０
”
 

濃
度
 
１
２
pp
m 

１
st

と
２
nd

警
報
 
 
 ８

ｂ
ｉ
ｔ
：“

１
”
 
 
９
ｂ
ｉ
ｔ
：“

１
”
 

※
④
 

４
～
０
 

各
種
デ
ー
タ
読
込
 

特
殊
コ
ー
ド
４
bi
t“

０
”
の
場
合
 

 
 
 
 
３
，
２
，
１
，
０
bi
t 

  
 
 
 
 ※

②
 
 
 ※

①
 

 
 
単
位
コ
ー
ド
 
小
数
点
コ
ー
ド
 

特
殊
コ
ー
ド
４
bi
t“

１
”
の
場
合
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３
２
１
０
bi
t 

１
ｓ
ｔ
警
報
点
読
込
中
：
１
０
０
０
 

２
ｎ
ｄ
警
報
点
読
込
中
：
０
１
０
０
 

サ
プ
レ
ス
値
読
込
中
 
：
０
０
１
０
 

警
報
遅
延
読
込
中
 
 
：
０
０
０
１
 

13
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注
意
事
項
 

 １
．
通
信
異
常
（
内
部
）
 

上
記
”
通
信
異
常
（
内
部
）”

と
は
デ
バ
イ
ス
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ン
以
降
の
ガ
ス
検
知
器
内
部
の
通
信
異
常
の
こ
と
で
、
ｉ
ｎ
ｈ
ｉ
ｂ
ｉ
ｔ
中
も
出
力
さ
れ
ま
す
 

（
通
信
異
常
発
生
前
の
最
終
出
力
値
に
通
信
異
常
ビ
ッ
ト
を
Ｏ
Ｒ
し
て
出
力
し
て
い
ま
す
）。

 

こ
れ
は
検
知
部
内
部
の
異
常
を
上
位
（
デ
バ
イ
ス
ネ
ッ
ト
）
に
知
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
以
下
の
事
象
を
上
位
側
で
判
断
で
き
ま
す
。
 

・
通
信
異
常
以
外
の
出
力
デ
ー
タ
の
正
当
性
（
現
在
値
）
が
確
保
で
き
て
い
な
い
こ
と
 

・
通
信
異
常
中
は
上
位
か
ら
の
命
令
を
受
け
付
け
な
い
こ
と
 

 ま
た
、”

Ｅ
－
６
”
は
以
下
の
時
に
表
示
さ
れ
ま
す
。
 

・
デ
バ
イ
ス
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が
切
断
さ
れ
た
時
（
検
知
部
側
が
切
断
を
認
識
し
て
か
ら
約
１
５
秒
後
）
 

・
ガ
ス
検
知
器
内
部
の
通
信
異
常
が
発
生
し
た
時
（
発
生
か
ら
約
１
５
秒
後
）
 

 
→
”
通
信
異
常
（
内
部
）”

は
発
生
か
ら
約
５
秒
後
に
出
力
 

 ２
．
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
（
本
体
表
示
）
の
種
類
 

Ｇ
Ｄ
－
７
０
Ｄ
－
Ｄ
Ｖ
（
Ｐ
Ｌ
Ｕ
－
７
０
有
）
の
場
合
、
上
記
定
義
以
外
に
「
Ｅ
－
７
：
熱
分
解
器
異
常
」
が
あ
り
ま
す
。
 

デ
バ
イ
ス
ネ
ッ
ト
の
ビ
ッ
ト
出
力
と
し
て
は
セ
ン
サ
故
障
と
同
様
の
動
作
を
し
ま
す
（
Ｂ
Ｉ
Ｔ
 
７
を
Ｏ
Ｎ
し
ま
す
）。

 

Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
 

 Ｃ
Ｈ
 
Ｃ
 
 
ｂ
ｉ
ｔ
  

 
 
 
 
内
容
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
例
 

※
１
  

 
１
５
～
０
  

 
正
の
バ
イ
ナ
リ
デ
ー
タ
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
０
０
６
４
（
濃
度
デ
ー
タ
）：

１
０
０
（
濃
度
）
 

※
２
  

 
１
５
～
０
  

 
不
定
  

※
３
  

 
１
５
～
０
  

 
正
／
負
の
バ
イ
ナ
リ
デ
ー
タ
  

 
 
 
 
 
 
 
０
０
０
Ａ
（
濃
度
デ
ー
タ
）：

１
０
（
濃
度
）
 
，
 
Ｆ
Ｆ
Ｆ
６
（
濃
度
デ
ー
タ
）：

－
１
０
（
濃
度
）
 

※
４
  

 
１
５
～
０
  

 
正
の
バ
イ
ナ
リ
デ
ー
タ
（
テ
ス
ト
デ
ー
タ
）
 

 Ｃ
Ｈ
 
Ｄ
 
 
ｂ
ｉ
ｔ
  

 
 
 
 
内
容
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
例
 
 
 
 
 
 
 

※
①
  

 ０
，
１
 
 
  

 少
数
点
コ
ー
ド
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
０
１
：
１
／
１
０
 
 
 
０
０
６
４
（
濃
度
デ
ー
タ
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

※
②
 
 
２
，
３
 
 
  

 濃
度
単
位
コ
ー
ド
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
０
：
pp
m 

 
 
 
 
→
１
０
．
０
pp
m 

※
③
 
 
８
～
１
１
 
 
 ア

ラ
ー
ム
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
測
定
範
囲
：
０
～
１
５
pp
m 

 
１
st
：
５
pp
m 

 
２
nd
：
１
０
pp
mと

し
た
場
合
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
濃
度
 
８
pp
m 

 
 
 
１
st
警
報
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
８
ｂ
ｉ
ｔ
：“

１
”
 
 
９
ｂ
ｉ
ｔ
：“

０
”
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
濃
度
 
１
２
pp
m 

 
 
１
st
と
２
nd
警
報
 
 
  

 
 
 
 
 
 
８
ｂ
ｉ
ｔ
：“

１
”
 
 
９
ｂ
ｉ
ｔ
：“

１
”
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
煙
警
報
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８
ｂ
ｉ
ｔ
：“

１
”
  

 
９
ｂ
ｉ
ｔ
：“

１
”
  

 
１
０
ｂ
ｉ
ｔ
：“

１
”
  

 
１
１
ｂ
ｉ
ｔ
：“

１
”
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
濃
度
 
１
５
ｐ
ｐ
ｍ
超
 
１
ｓ
ｔ
、
２
ｎ
ｄ
、
オ
ー
バ
ー
警
報
 
  
８
ｂ
ｉ
ｔ
：“

１
”
 
 
９
ｂ
ｉ
ｔ
：“

１
”
 
 
１
１
ｂ
ｉ
ｔ
：“

１
”
 

※
④
 
 
８
～
１
１
 
  

ア
ラ
ー
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 調

整
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）（

手
動
：
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
ス
イ
ッ
チ
３
秒
押
し
）
で
Ｇ
Ａ
Ｓ
 
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
（
メ
ン
テ
メ
ニ
ュ
ー
「
２
－
０
」）

の
時
、
濃
度
デ
ー
タ
に
よ
り
出
力
す
る
 

※
⑤
 
 
８
～
１
１
 
 
 ア

ラ
ー
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 テ

ス
ト
デ
ー
タ
に
よ
り
出
力
す
る
 

※
⑥
 
 
４
 
 
 
 
 
 
特
殊
コ
ー
ド
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特
殊
コ
ー
ド
が
出
力
さ
れ
て
い
る
と
き
は
Ｃ
Ｈ
 
Ｃ
が
特
殊
コ
ー
ド
情
報
デ
ー
タ
（
種
類
は
小
数
点
、
濃
度
コ
ー
ド
に
よ
る
）
に
な
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
例
：
 
２
ｂ
ｉ
ｔ
：“

１
”
 
４
ｂ
ｉ
ｔ
：“

１
”
 
Ｃ
Ｈ
 
Ｃ
：“

０
０
０
Ａ
”
 
 
→
 
２
ｎ
ｄ
警
報
点
が
１
０
と
な
る
 
 

 接
点
動
作
 

※
⑦
 
 
警
報
テ
ス
ト
の
接
点
動
作
が
有
効
設
定
の
時
、
テ
ス
ト
デ
ー
タ
に
よ
り
動
作
し
ま
す
。
 

 ※
⑧
 
 
有
効
設
定
時
の
み
 

 
 
 
 
・
ゼ
ロ
追
尾
に
お
い
て
は
検
知
器
が
ゼ
ロ
追
尾
機
能
を
有
し
て
お
り
、
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
が
ゼ
ロ
追
尾
Ｏ
Ｎ
の
場
合
の
み
有
効
と
な
り
ま
す
。
 

 
 
 
 
・
流
量
低
下
に
お
い
て
は
検
知
器
が
流
量
低
下
検
出
機
能
を
有
し
て
い
る
場
合
の
み
有
効
と
な
り
ま
す
。
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４.６ Device Net取扱上の注意事項 

 

４.６.１ 測定中の注意点 

 ・警報中の故障発生（センサ・流量）について 

  警報中にセンサ故障・流量低下の故障が発生すると警報ビットがクリアされ、故障ビットがON 

になります。 

 

 ・「Ｅ－６（通信エラー）」の発生について 

   旧ＤＶシリーズの製品は、約１０分で「Ｅ－６」表示をクリアしますが、 

   ＤＶⅡ/７０Ｄ－ＤＶシリーズの製品は、「Ｅ－６」を表示した状態を保持致しますので、 

   ご注意下さい。 

 

４.６.２ メンテナンス中の注意点 

 ・ｉｎｈｉｂｉｔ中と警報テストの関係について 

   ｉｎｈｉｂｉｔ状態で警報テストを実施すると、外部警報接点は強制的にＯＦＦし、 

   １ｓｔ・２ｎｄ警報ビットも強制的にＯＦＦします。 

 

・ｉｎｈｉｂｉｔと調整（メンテナンス）の関係について 

   調整（メンテナンス）時の外部警報接点は強制的にＯＦＦし、１ｓｔ・２ｎｄ警報ビット 

は、濃度値のなりゆきで出力されます。但し、検知部自体で調整（メンテナンス）に入って 

（ＭＯＤＥスイッチを３秒押す）、表示ＧＡＳ ＴＥＳＴ（メンテメニュー「２－０」） 

の場合のみ警報ビットが出力されます。 

なお、ｉｎｈｉｂｉｔ状態で調整（メンテナンス）に入ることで１ｓｔ・２ｎｄ警報ビット 

はＯＦＦします。 

 

・調整（メンテナンス）について① 

   調整（メンテナンス）に入ると、ｃｈＣ（出力先頭チャンネル）の濃度データがマイナス 

表現 （２の補数表現）することがあります。 

   調整（メンテナンス）ビットが真の時は注意して下さい。 

 

・調整（メンテナンス）について② 

調整（メンテナンス）終了時に警報点以上になっていると、１５分間は警報ビットが出力 

されず、調整（メンテナンス）ビットが出力されます。これは調整時にガス校正などの作業で 

指示値が警報点以上になることがあり、調整終了時に警報点以上の場合は安全性を考慮し、 

即時に警報出力をしないようになっています。 

 

・ｉｎｈｉｂｉｔ中の調整（メンテナンス）について 

ｉｎｈｉｂｉｔ中に調整（メンテナンス）終了指令を認識すると一時的に 

“調整（メンテナンス）”ビットをＯＦＦし、検知部側に指令を伝えます。 

しかし、検知部の状態に変化が無い（ｉｎｈｉｂｉｔ状態のまま）場合は再び 

“調整（メンテナンス）”ビットをＯＮします。 

  これはメンテ終了指令に限らず、各指令を認識した段階で対応したビットがＯＮ／ＯＦＦする 

  ことがあることを意味します。 

 

・センサ交換時の注意点 

  センサ交換時は、高濃度のデータを送信することがあります。 

  センサ交換は、ｉｎｈｉｂｉｔ状態*で行うことを推奨します。 
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・調整（メンテナンス）の注意点 

  調整（メンテナンス）には、上位からの指令と本体キーで設定することが可能ですが、以下の 

点に注意してください。 

  ①本体キーで調整（メンテナンス）を開始した場合、上位からの調整（メンテナンス）終了 

指令で終了出来ます。 

  ②上位からの調整（メンテナンス）開始指令で調整（メンテナンス）を開始した場合、 

本体キーで調整（メンテナンス）を開始した後（１－１ 遷移後）、 

本体キーで終了することは可能です。 

  ③上位からの調整（メンテナンス）開始指令で調整（メンテナンス）を開始後、警報テスト 

開始指令を実施すると、警報テストが有効になり、調整（メンテナンス）は解除されません。 

  ④警報テストが有効状態時に、調整（メンテナンス）開始指令を実施しても 

調整（メンテナンス）が有効になります。 

（注）警報テストと調整(メンテナンス)は同時に有効状態にしないで下さい。 

 

４.６.３ 書き込み指令中の注意点 

・書込指令（警報テスト濃度、１ｓｔ・２ｎｄ警報点）を含む各指令の注意点について 

   上記書込指令は書込指令ビットを真にした時のｃｈＡ（入力先頭チャンネル）の１６ｂｉｔ 

データを検知部に送信します。 

  よって、書込指令ビットを真の状態のまま、ｃｈＡデータを変化させても検知部には 

送信しません。データを変化させて送信する場合は、その都度、書込指令ビットを偽 

から真にして下さい。 

１ｓｔ・２ｎｄ警報点書込指令を真にすると検知部内の不揮発性メモリにデータを 

書き込みます。不揮発性メモリの書込寿命やアクセス時間を考慮し、書込指令ビットが 

偽から真になった時のみ検知部に送信しています。また、上記書込指令以外の各指令に 

ついても、その指令ビットが偽から真になった時のみ検知部に送信しています。 

 

・上位のビット保持時間について 

   上位のビット保持時間は、設計上は最大でも０．４秒あれば確実に動作します。 

弊社としては、安全性を考慮して０．７秒の保持時間を確保していただくことを 

推奨いたします。 

   なお、ゼロ校正指令実施の際、検知部側の処理時間があるため、ゼロ校正指令実施の 

後は約６秒間、他の指令を受け付けませんので注意して下さい。 

 

・各種指令の注意点 

   ｃｈＢ（入力先頭＋１チャンネル）の各種指令ビットは必ずひとつのビットのみ真の 

状態にして下さい。ある指令ビットを真にした後、その指令ビットを偽にせず、次の 

指令ビットを真にしても（複数の指令ビットが真の状態）受け付けません。 

  




